
�e World Cup co-hosted by the Republic of Korea and Japan in 2002 triggered this plan. �e plan 
w i l l  a l s o  b e  h e l d  t h i s  y e a r  t o  b u i l d  Ja p a n’ s  n e w  f u t u r e  w i t h  A s i a  f o c u s i n g  o n  i t s  n e i g h b o r,  
Korea.�is year will  celebrate 10 years.
In  t h i s  c i t y  t h a t  b r o u g h t  Ma t s u s h i r o  He a d q u a r t e r s  ( Da i h o n e i ) ,  we  l o o k  b a c k  f r o m  a  g l o b a l  
p e r s p e c t i v e  o n  h ow  Ja p a n  h a s  e v e r  m ove d  t ow a rd  b u i l d i n g  a  l a r g e  p e a c e  r i n g  w i t h ,  n o t  o n l y  
ne ighbor ing  countr ie s  in  As ia ,  but  a l so  nat ions  a l l  over  the  wor ld .  Let’ s  �nd a  c l ean ,  rea l ,  and 
beautiful Japan where we can talk together candidly about our future.
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rts 本展覧会は、過去の歴史を踏まえた日本と韓国、アジアとの関係を、アートの面から再考察するという趣旨を携え、日韓共催ワールドカップが開催された

2002年6月にスタート。今回で第10回の節目を迎える。現代美術の持つメッセージを活かしつつ、第２次世界大戦で遺された第１級の戦争遺跡をもつ松代
にて毎年継続開催。松代から平和のメッセージを世界に発信する。

第10回まつしろ現代美術フェスティバル

w w w . m c a f . j p

w w w . m c a f . j p

a n n i v e r s a r y  

v o l . 1 0  M a t s u s h i r o  C o n t e m p o r a r y  A r t  F e s i v a l

3 , J U L Y . 2 0 11 ( S U N ) - 18 , J U L Y . 2 0 11 ( M O N )
M a t s u s h i r o  A c a d e m y  f o r  L i t e r a r y  a n d  M i l i t a r y  A r t s

HA-NE Project 2011 Hitoshi Kimura 松代大本営象山地下壕（長野市）



主催／第10回まつしろ現代美術フェスティバル実行委員会 信州大学教育学部芸術教育講座 木村研究室　
共催／Art_Plus-jp (アートプラスジェーピー)・ISHIKAWA地域文化企画室・ナノグラフイカ・manz-design
後援／長野市 エコール・ド・まつしろ倶楽部 信濃毎日新聞社 長野市民新聞社 週間長野新聞社 NHK長野放送局 SBC信越放送 NBS長野放送
         TSBテレビ信州 abn長野朝日放送 INC長野ケーブルテレビ FMぜんこうじ 長野県教育委員会 長野市教育委員会
協力／ＮＰＯ法人松代大本営平和祈念館 中部建設工業株式会社 DUX International, Inc. Office KPD.

助成／

2 0 1 1 . 7 . 3（日）　 7 . 1 8（月）海の日
会場：松代藩文武学校・象山地下壕清野側口
開館時間9:00～17：00 (入館は16：30まで) 入場料無料ただし文武学校入館料として200円が必要(同日再入場可)

第10回まつしろ現代美術フェスティバル

第10回まつしろ現代美術フェスティバル実行委員会
☎026-238-4144　E-mail/hkimura@shinshu-u.ac.jp

JR長野駅・善光寺口前3番バス乗り場から川中島バス（アルピコバス）
「古戦場・松代行」バスで約30分「松代駅前」下車徒、徒歩7分
JR長野駅・タクシーのりばから約30分

長野新幹線 JR長野駅より車で30分・R篠ノ井駅より車で20分
長野自動車道 長野インターより車で5分・徒歩30分

w w w . m c a f . j p

Five minutes from Nagano Expressway/Nagano inter
Kawanakajima bus (Alpicobas)
in front of the Zenkoji Temple entrance of JR Nagano Station from the 
third bus terminal It is about 3 0 minutes in "For old battle�eld and 
Matsudai" bus from 7 minutes on foot "Matsushiro Station front" getting 
o� for about 30 minutes
JR Nagano Station and the taxi platform. 
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Matsushiro General Hospital
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Former Sanada Family Mansion

●紺屋町
   Konyamachi
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Kanda River

文武学校
Academy for Literary and Military Arts

First Venue第1会場

Open hour from 9:00-17:00(last entrance 16:30)
Entrance fee:200yen

開館時間9:00～17：00（入館は16：30まで）
入館料として200円が必要（同日再入場可）

象山地下壕
一般見学コース

象山
Zozan

松代小学校
Matsushiro E.S.

松代中学校
Matsushiro J.H.S.

松代大本営
平和祈念館建設予定地

恵明寺
E-myo-ji

大信寺
Dai-sin-ji

長野I.C
Nagano I.C

第1会場
First Venue約3km About 3 km

第1会場
First Venue

第2会場
Second Venue約1.5km About 1.5 km

象山地下壕清野側口
Zozan underground side entrance

Second Venue第2会場

※象山地下壕一般見学コースからは入れません

現代舞踏
b u t o h

アコースティック・ギター
A c o u s t i c  G u i t a r

手話ダンス
S i g n  l a n g u a g e  d a n c e

朗読
r e c i t a t i o n

サウンド・アート
s o u n d  A R T

1971年生まれ。東京学芸大学大学院修士課程作曲専攻修了。日本交響楽振興
財団第20回作曲賞、文化庁舞台芸術創作奨励賞、第69回日本音楽コンクール作
曲部門第１位、第24回名古屋文化振興賞、ユトレヒト管楽アンサンブル国際作品公
募、ドイツ・ジーモン出版国際作曲賞等に入選・入賞。作品はブールジュ国際電子音
楽祭、ISCMシュトゥットガルト大会、＜東京の夏＞音楽祭等内外で数多く上演されて
いる。現在Ensemble sans-limiteディレクター、信州大学教育学部准教授。

小野貴史 Takashi  ONO

1966年生まれ。東京学芸大学大学院修士課程作曲専攻修了。電子メディア
（プログラミングと録音素材、リアルタイムエフェクト等がミックスされた総合体）と
アコースティック楽器との融合を生涯の課題としているが、近年はアコースティッ
ク楽器のみによる作品も多数発表している。作曲家集団「向こう側への旅」及
びEnsemble sans-limiteメンバー。作曲家・サウンド・アーティストとしてのみなら
ず視覚データの音響化プログラム“Visus Sonitus”の開発も手がけている。

山本凡人 Bonto YAMAMOTO

アメリカ合衆国・ノースキャロライナ出身。1981年から在日。1987-1989
年まで岩名雅紀氏に師事。1998年から独立舞踏家として「紅蓮劇場」を
開始。主に長野でソロを中心に活動する傍ら、2000、2003、2006年に
スウェーデン公演、2008年には、韓国公演を実施する。2006年から毎年
「まつしろ現代美術フェスティバル」に参加。宮川　理惠子（長野県出
身）とは、2008年からパフォーマンス活動を開始している。

Richard Hart＆宮川 理惠子

インスタレーション
I n s t a l l a t i o n

ヨーロッパから帰国，以後国内外で作家活
動を行う。美術評論活動も行う。最近の著
書では「美術館、動物園、精神科施設」２０
１０年水声社。ポスト資本主義社会での美
術の可能性を地方に生活しながら探る。

白川 昌生 Yoshio SHIRAKAWA

1949年伊那市生まれ。2008年12月、約14年間住みながら制
作した「丘」をめぐって』連作「残侠の家」を終了。2010年11月、
生家で体験した土地の権利をめぐる問題を、場所の「境（さかい）
論」として把握し、自己正当化のため巧妙かつ隠微な虚をつく邪
悪な人たちの思考の物質化を試みて、「池上晃事件補遺No３刺
客の風景」を東京国立博物館柳瀬荘（所沢市）で展開した。

北澤一伯 Kazunori  KITAZAWA

「予告する記憶」私にとっては1991年に岡部氏と札幌で初めて
会った時に岡部氏が語った「近代」の問い直しと、その後の岡部氏
の20年間の活動が示すものは、広島の原爆から今回の福島の原
発の事故までの日本におけるひとつの時間の区切りに繋がり、私た
ちの現在の困難を言葉にならない体験の予告として超克しようとす
る試みに思えてなりません。ーー「土の記憶」岡部昌夫展によせて

仁科茂 Shigeru NISHINA

天に呼ぶも天は声なし地に訴うるも地は答
えず。天地を心の中に求めず
心の平和を天地に求むる。
1968年よりスペインおよびスイスにて活
動。
1948年長野生まれ。松代町在住。

落合皎児 Kouj i  OCHIAI

1962年広島市生まれ。武蔵野美術大学油絵学科卒業、
ペンシルヴァニア大学大学院大学院修了、米国各地のレ
ジデンシープログラムに参加。ニューヨーク、イスタンブール、
フィンランド等にて個展。ジーンズファクトリーアートアワード
2004グランプリ受賞。ギャラリズム2006アンコール作家選
出。ピルゼン国際ドローイングビエンナーレ2010入選。

瀬戸理恵子 Rieko SETO

1979年長野県生まれ、奈良芸術短期大学卒業後、大阪芸術
大学美術学科に編入。在学中にBOXARTと、風景画を組み合
わせた作品”installation”を作成し2003年度卒業制作展にて
学科賞受賞。2004年同大学卒業後、（財）長野県文化振興事
業団に勤務しながら自身の絵画作品を作り、毎年個展,グループ
展など広く参加。現在、現代美術家協会に準会員として所属。

香山洋一 Youichi  KAYAMA

1977年長野県生まれ。愛知学院大学文学部
卒業後オートバイ整備士として就職。幸せを求め
て退職し、多摩美術大学造形表現学部にて油
画を学ぶ。もの派の代表的作家リ・ウーファンの
作品と理論に影響を受ける。2009年東北芸術
工科大学大学院修士課程彫刻領域修了。

町田至 I taru MACHIDA

1948年福岡生まれ。1973年東京芸術大学大学院修了1986
年より文部省在外研究にてアメリカ在住。1975年銀座ギン画廊
での個展を始め国内外で発表を行う。1999年より折り鶴の羽根
をモチーフにした「羽根プロジェクト」を開始する。2002年日韓共
催ワールドカップを機に、松代大本営をテーマにした現代美術の
祭典、まつしろ現代美術フェスティバルを始め現在に至る。

木村仁 Hitoshi  KIMURA

コンテンポラリー・ダンス
C o n t e m p o r a r y  d a n c e

長野県生まれ。'94年水戸芸術館にてコンテンポラリーダン
スと出会い、' 0 0 年秋より一年間渡仏。帰国後
DanceTheatreLUDENS「Distance」に参加。‘03-'05年
伊藤キムと輝く未来のダンサー、アシスタントとして活動。'05
年よりグラインダーマンとして身体訓練を担当、作品制作に
携わる。昨年よりまつしろ現代美術フェスティバルに参加。

伊豆牧子 Makiko IZU

長野県生まれ。演劇実験室「カフェシアター」で身体表現に目覚め、93年NIPAF
(日本)をきっかけに渡西。アーティストのバルトローメ・フェランド氏の下でインターメ
ディア・アートを学び、同時期にスペイン国内のフェスティバルに多数出演。日本舞
踊、コンテンポラリー・ダンス、和太鼓、アフリカンダンスなどの経験を背景に、作品
をつくり続けている。2008年DANX! Nagano(日本)、Alter Arte08 （スペイン）、
2009年CIPAF（韓国）、２０１０年Ciclo de Arte de Accion（スペイン）他

北島千夏子 Chikako KITAJIMA

パフォーマンス・アート
P E R F O R M A N C E  A R T

10年前、私は来るべき新しい世紀に期待していた。私にとっ
て、新しい世紀には平和と幸せで満ちあふれるという望みに
あふれていた。しかし、今私は、この新しい世紀に失望してい
る。福島の津波は悪夢をもたらした。私は、心から災難の無
い世界に住んでみたい。今はただ、速やかな福島の回復を祈
るばかりだ。祈りましょう。世界がより幸せであるように。

Hong,O-Bong ホン・オボン（韓国）

私は常に私の中にある神秘的な超自我をめざしてきた。私は神の世界にも似
た超自我に会う行為を試みた。私は超自我を通してパフォーマンスを行う喜び
を感じるのだ。神の領域にも似た超自我にいたる行為は、私の望みであり、幸
せとなる。超自我、喜び、望み、そして幸せ。それは私の指針となる。プチョン国
際パーフォーマンス・アート・フェスティバル(タイ）アジアトピアパーフォーマンス・
アート・フェスティバル（日本）他プチョン国際パーフォーマンス・アート会員

Gang, Seong-Suk カン・ソンスク（韓国）

映像インスタレーション
I m a g e  i n s t a l l a t i o n

2000年よりサウンドと映像を使った作品の発表を始める。映像作家以外にチル
アウト・ラウンジ等エレクトロニカ音楽の制作・ライブ・DJ活動、芝居の脚本・演出も
する。2008年 "blur borders" タイ・日本合同グループ展参加バンコク、タイ2009
年 温泉チルアウトイベント"渋響" 映像で参加 渋温泉、長野県2009年 "Asian 
Art Film Program" 松本市、長野県2010年まつしろ現代美術フェスティバル参
加長野市長野県2010年　雪の上で遊ぶアート参加信濃町長野県他

Abnormal system

私は、常に夢を見る。白い翼を持った私は、美しい空の旅へ出る。
しかし、私は鳥のように飛ぶことは出来ない。私には翼が無いの
だから。もし私に美しい鳥の翼があったなら。私は世界中を旅する
のだ。私は、鳥にあこがれる。鳥は、私の夢。プチョンパーフォーマ
ンス・ワークショップ プチョン国際パーフォーマンス・アートフェス
ティバル他プチョン国際パーフォーマンス・アート会員

Jeon,Seo-Bin チョン・ソビン（韓国）

特集記事のライター、詩人、アーティスト。開発による影響を受けた
自然やコミュニティーの問題、少数民族の暮らし方、不平等、越境、
民衆に関する社会正義のための仕事を手がける。彼女の”
Cultural Right Project（文化的権利のプロジェクト）”は芸術とコ
ミュニティーの問題を結びつける試み。サルウィン川流域でのタイ－
ビルマ交流展やランタ島、メコン川流域での芸術プロジェクトなど。

Jittima Pholsawek ジティマ・ポルサウェーク （タイ）

主にパフォーマンスアートと詩で表現し、他に絵画や写真、インスタレーショ
ン。パフォーマンスアートではタイ国内および国際的に有名、1993年以来、
韓国の “YATOO” や光州ビエンナーレ、ヨーロッパ、 カナダ、アジアの国際
パフォーマンス芸術祭に多数招かれている。個展 : “Dy-Na FU-CK it”（バ
ンコク）、消費者主義と社会問題を扱った “The darkness still there ”（シン
ガポール）。反戦のための愛と平和を扱う“Lay down Project”を創設。

Paisan Plienbangchang パイサン・プリエンバンチャン（タイ）

女一匹おまゆみ（2004年～）。表現を続けるのは
自分を知りたいからである。自分とは人間物質精
神宇宙塵芥を含む。おそらくそれは永遠にわからな
い。答えなどないということは、つまり面白いのであ
る。ローテク現代美術系・妄想魂を尽くして、真っ
赤な白昼夢を現す。関西を拠点に国内外で発表。

おまゆみ Omayumi

山のあなたの空遠く「幸（さいはひ）」住むと
人のいふ。噫（ああ）、われひとゝ 尋（と）めゆき
て、涙さしぐみ、かへりきぬ。
山のあなたになほ遠く「幸（さいはひ）」住む
と人のいふ。
(カール・ブッセ 作/上田敏 訳)

田中照幸 Teruyuki  TANAKA

1959年北海道生まれ。1999年よりパフォーマンスアート開
始、国内及びアジア、ヨーロッパなどの芸術祭やアートプロ
ジェクトに参加。MCAFでは第二次世界大戦以降の世界状
況を意識しながら日常の断片を素材に作品を作る。
Art_Plus-jp 代表として、海外作家を長野県内に招いて行う 
Art_Plus-jp Performance Art Projectを毎年主宰。

幅佳織 Kaori  HABA

photo : Henry Chan, 7a*11d International Festival of Performance Art, Toronto,
 CANADA (2010)

7/3（日）
●「羽根プロジェクト」ワークショップ
　13:00～ 文武学校内（文学所）

7/9（土）
●ギャラリー・トーク・参加作家によるトーク
　13:00～16:00 文武学校内（文学所）

7/1 7（日）
●フォーク弾き語り13:00～文武学校内
　三浦久
●サウンド・アート 14:00～ 文武学校内
　小野貴史×山本凡人

7/1 8（月）海の日
●現代舞踏13：00～ 文武学校内
　リチャード・ハート＆宮川理恵子
●コンテンポラリーダンス 14：00～
　文武学校内
　伊豆牧子 北島千夏子 GOKU

7/1 0（日）
●展示見学ツアー
　参加作家による作品ガイドツアー
　10:00～12:00 文武学校内
●手話ダンスアーティスト・MIWA
　手話ダンス 12:30～ 文武学校内　
●韓国、タイ、日本の作家による
   パフォーマンス・アート
　13:00～16:00 文武学校内および象山地下壕清野側口
●羽根茶会
　11：00～14：00 文武学校内（東序）
　羽根落雁付き お茶代300円

E v e n t イベント日程

朗読家。２００３年、自作詩朗読をはじめる。その後、自作詩を、路上やラ
イブハウスで読み始める。２００５年からは、自作詩に限らず、詩、童話、
漫画、新聞、チラシなどを、声に出す活動を始める。このころより、音楽や
芸術作品とのコラボレーションにも取り組む。朗読する場所を選ばない
こへとこだわり、路上や公園、喫茶店ライブハウス、プラネタリウム、図書
館、保育園、小学校、中学校、高等学校での朗読にも取り組む。

ＧＯＫＵ ごく

60年代米国留学中ディランの歌に衝撃を受け、70年代京
都で歌い始める。82年信州に戻り、一時活動を中断したが、
89年天安門事件の映像を見て再開。奇しくも、第一回松代
現代美術フェスティバルが開催された年に、新大久保駅で
亡くなった留学生の母校、高麗大学で行われた追悼コン
サートで「カムサハムニダ、イ・スヒョン」を歌う。辰野町在住。

三浦久 Hisashi  MIURA

1973年長野県生まれ。
3才よりクラシックバレエを習い始め、19才の時に「手話ダン
ス」と出会う。その後手話ダンスの考案者である西沢佑先生に
師事。20才の時より人工透析を始める。現在は個人活動を中
心に様々な場所を訪問。ライブ活動、講習会、サークルなどの
指導にあたる。

MIWA みわ

1981年チェコ共和国生れ。ブルノ大学ボディーデザイン科卒業。現在同
大芸術学部博士課程および多摩美術大学博士課程在籍。人間の身体
的側面および心理学的側面から作品を追究。結果よりそこにいたる経過を
重んじ、人間の体毛を主たる素材として追求している。2010年吉原治良
賞美術コンクールで最高賞を獲得。同年大阪府立現代美術センターにて
個展開催。インスタレーションのみならず、映像、パフォーマンスを行う。

Karin Pisarikova カリン・ピサリコヴァ(チェコ）

＊入場無料 文武学校入館料として200円が必要（同日再入場可）

会場：史跡松代藩文武学校


